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PRESS RELEASE 

 

2023 年 6 月 22 日 

東京大学 

北海道大学 

100 年前の森の姿を復元する 

――北方針広混交林の広域スケール・個体レベルでの解析―― 

 

発表のポイント 

◆南北約 100km、東西 30km の範囲に広がる 467ha の地域で行われた毎木調査データを用い、近

年の気候変動や森林伐採の影響を受ける以前の約 100 年前の北方針広混交林の組成と構造を

明らかにしました。 

◆全体として現在の森林より針葉樹の優占度が高い傾向にあること、主に針葉樹多様性と個体

密度が森林全体の炭素貯留量を規定していることが明らかとなりました。 

◆気候変動影響や人為撹乱を受ける以前の森林の詳細な解析結果は、北方林の今後の炭素貯留

能力評価や保全管理の基盤となることが期待されます。 

 

針葉樹が優占する道北地方の森林 

 

発表概要 

東京大学大学院農学生命科学研究科の日浦教授らのグループは、北海道北部の北方針広混交

林（注 1）における約 100 年前に広域で行われた毎木調査（注 2）データを用いて、当時の森林

の地上部バイオマス（AGB）を推定し、森林全体と種ごとの AGB に影響を与える環境要因につい

て明らかにしました。その結果、100 年前の北方針広混交林の AGB は人為的攪乱を受けて再生

した現在の AGB と総量としては大きな差はないことが示されました。しかし、森林内において

は場所ごとの不均一性が大きく、平均的には現在より大きな個体が低密度で生育していたこと

も明らかになりました。また針葉樹と広葉樹では AGB に与える降水量の影響が逆であること、

森林全体の AGB は主に針葉樹の多様性と個体密度によって規定されていることなどを明らかに

しました。 

森林は主要な炭素吸収源ですが、気候変動下で樹種構成や森林バイオマスは大きく変化して

います。しかし、近年の気候変動以前の情報が不足しているため、森林がどの程度変化したか
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は明確ではありませんでした。本研究は、近年の気候変動以前の森林生態系の特徴を明らかに

するとともに、環境に対する種ごとの応答を分析することで、森林炭素貯留能力に関連する環

境要因の影響を詳細に理解できる可能性を示しました。 

 

発表内容 

 増加し続ける大気中の二酸化炭素の吸収源として森林には大きな期待が寄せられていますが、

その潜在能力はよく分かっていません。また、全球的に気候変動影響が顕著になってきたのは

1980 年頃以降と言われていますが、現在我々が観測できる森林はすでにこの気候変動影響や人

為撹乱を受けた森林であり、それ以前の森林がどのような組成や構造を持っていたかを定量的

に知りえる機会は極めて限られています。実際、この地域の森林では針葉樹の優占度が 55％か

ら 35％まで過去 40 年間で 2 割も低下したことが、日浦教授らの別の研究によって明らかにな

っています。 

各地の旧帝国大学演習林の多くは 1900 年前後に設置され、当初からさまざまな研究が開始

されてその後の日本の森林に関する研究教育に多大な貢献をしてきました。このうち旧北海道

帝国大学演習林では、発足直後から林班（注 3）毎に 1ha の面積を持つ森林調査区を 1 ヶ所か

2 ヶ所設定し毎木調査を行なっていました。3 つの演習林で合計 500 箇所以上にも及ぶデータ

が「仮施業案説明書」という手書きの冊子にまとめられたのです。日浦教授らのグループは、

この膨大な資料を“再発見”し、デジタル化することで解析可能なものとしました。 

 

図 1 解析に用いた約 100 年前の森林調査区（480 箇所）の位置 
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これらの北方針広混交林における 1929 年から 1938 年の毎木調査（計 467ha）と環境データ

を用いて、（1）当時の森林の AGB を推定し、（2）森林全体の AGB と種ごとの AGB に影響を与え

る環境要因（気温、降水量、日射、地形、地質など）、（3）AGB と多様性に関する関係、につい

て構造方程式モデル（注 4）によって直接・間接に関わる要因を明らかにしました。その結果、

森林の平均 AGB は 61±22.4（MgC/ha）であり、人為的攪乱後の現在の AGB と総量としては大き

な差はないものの、場所ごとに大きなバラツキを持つとともに、現在より大きな個体が低密度

で生育していたことが明らかとなりました。種ごとの AGB については、亜寒帯性針葉樹の AGB

は降水量の少ない地域で増加する傾向があり、冷温帯性落葉広葉樹の AGB は逆に降水量の多い

地域で増加する傾向があることが示されました。また標高と針葉樹多様性が樹木個体密度を介

して間接的に AGB に影響を与えていましたが、広葉樹多様性と AGB の関係は明瞭ではありませ

んでした。近年この地域では気温上昇だけでなく夏季の降水量も増加していることから、針葉

樹が森林全体の構造や機能を支えていたにも関わらず、さらなる気候変動によって森林全体の

炭素貯留能力が衰退していく可能性も示していると考えられます。 

 

図 2 構造方程式モデルによる地上部バイオマスに与える直接・間接要因 

線が太く数値の絶対値が大きいほど関係が強く、**は統計的に有意な関係があることを示す。赤字は正の、青

字は負の関係。 

 

本研究は、近年の気候変動以前の森林生態系の特徴を明らかにし、種ごとの応答を分析する

ことで、森林炭素貯留能力に関連する環境要因の影響を詳細に理解できる可能性を示しました。

過去のデータを掘り起こして定量的に解析することは、未来の森林の生態系サービスを予測し

評価する上でも今後ますます重要になってくると考えられます。 

 

〈関連のプレスリリース〉 

「北海道の針葉樹は衰退している！〜約 40 年間のモニタリングから原生林生態系への気候変

動影響を解明〜」（2019/7/25） 

https://www.hokudai.ac.jp/news/2019/07/40-1.html 
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研究助成 

本研究は、科研費「学術変革 A（課題番号：21H05316）」、地球研プロジェクト（森の価値）、国

立環境研究所プロジェクト「陸域生態系の長期モニタリングと気候変動影響評価」の支援によ

り実施されました。 

 

用語解説 

（注 1）北方針広混交林 

亜寒帯性常緑針葉樹と冷温帯性落葉広葉樹が混じって生育している中高緯度地域の森林で、ヨ

ーロッパ北部、北米北東部、東アジア北部に広がっている。 

 

（注 2）毎木調査 

森林内に一定面積（この研究の場合ほとんどが 1ha）の区画をとり、その範囲に生育する樹木

個体 1 本 1 本の樹種や直径などを全て測定する調査手法。 

 

（注 3）林班 

森林を管理するために決められた森林の番地のようなもので、多くは尾根や沢をその境界線と

する。 

 

（注 4）構造方程式モデル 

仮説として設定した多数の変数間の関係を結合させてモデリングする手法。 
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問合せ先 

〈研究に関する問合せ〉 

東京大学 大学院農学生命科学研究科  

生圏システム学専攻 森圏管理学研究室 

教授 日浦 勉（ひうら つとむ）  

Tel: 03-5841-8207 

E-mail: hiura@g.ecc.u-tokyo.ac.jp 

 

〈報道に関する問合せ〉 

東京大学大学院農学生命科学研究科・農学部 

事務部 総務課総務チーム 総務・広報情報担当（広報情報担当） 

Tel: 03-5841-8179  Fax: 03-5841-5028 

E-mail： koho.a@gs.mail.u-tokyo.ac.jp 

 

北海道大学社会共創部広報課 

Tel: 011-706-2610  Fax: 011-706-2092 

E-mail: jp-press@general.hokudai.ac.jp 

 


